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区分

中国

フィリピン

               ※赤字は最終港　※（　）は不定港

ダバオ＜フィリピン＞－那覇－（博多）－（神戸）－ダバオ＜フィリピン＞

東アジア
（台湾）

※先島航路の延長　那覇－平良－石垣－高雄－那覇－博多－鹿児島－那覇

※先島航路の延長　那覇－平良－石垣－(厦門)－(高雄)－那覇－平良－石垣－那覇

那覇(1st)－八代－釜山－松山－大分－志布志－那覇(2nd)－基隆－台中－高雄－那覇(1st)

寄港地　

北米
ロサンゼルス（サンペドロ）－オークランドー横浜ー那覇－釜山－青島－上海－釜山－ロサンゼルス（サンペドロ）

ロングビーチ－ホノルル－アプラ＜グアム＞－那覇－寧波－上海－ロングビーチ

上海－大阪－神戸－那覇－上海

那覇港管理組合
【お問合せ先】
那覇港管理組合 みなと振興課 企画・物流班
TEL：098-868-2582

【支援内容】

◼ 那覇港への新規寄港による国際航路の開設
◼ 那覇港に寄港している航路の再編による

 那覇港と新たな寄港地を直接結ぶ国際航路の開設

支援対象
■那覇港への新規寄港による国際航路の開設
■那覇港寄港航路の再編による、那覇港と新たな寄港地を直接結ぶ国際航路の開設
＊但し、トランシップ貨物は対象外。

支援内容 上限等

・タグ、パイロット費用
・綱取り/放し費用
・燃料費   等

１寄港当たり最大

７５万円

【支援内容】

＊他港を経由せずに寄港地として新たに那覇港と直接結
ぶ国際航路に限る。

支援の要件
(1) 那覇港における新規の国際航路の開設
①那覇港への新規寄港または既存航路の再編により、現在の那覇港の航路ネットワークが拡充
されると認められるものであること
①補助金交付決定通知の日以降に開設された新規の国際航路であること
②原則として、令和９年１月末まで航路を運航（那覇港に月２～４便、定曜日に寄港）すること

(2) 輸送の効果検証、結果活用の同意
①輸送関連情報（海上運賃、リードタイム、輸送実績等）の提供（事前・事後）の提供
②本事業に係るヒアリング調査への協力

＊詳細は別途、「公募要項」をご参照下さい。

支援内容 上限等

・タグ、パイロット費用
・綱取り/放し費用
・燃料費   等

１寄港当たり最大

１５０万円

那覇港総合物流センター

＊ただし、交付額については予算の範囲内で決定・交付します。（交付要綱及び公募要項を参照）
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那覇港とぴっくす

ノルウェージャン・サン号初寄港

•バハマ船籍のスタンダードクラスのクルーズ船、ノルウェージャン・サン号
（総トン数78,309トン、全長258m、乗客定員数2,323人）が、那覇クルーズ
ターミナルに初寄港しました。

•コンパクトでクラシックなデザインとエレガントな内装が特徴の同船は、オー
ナーズスイート、ペントハウス、ファミリーバルコニー等の客室を備え、フィッ
トネスセンターではパノラマの景色を眺めながらエクササイズもできます。

ありがとう「にっぽん丸」、引退前ラスト寄港

•今年５月に引退する「にっぽん丸」が最後の寄港をしました。

•「にっぽん丸」は2010年に初寄港して以来、15年間で65回寄港した、那覇
港にとって大変なじみの深いクルーズ船です。その最後の寄港を記念して、
那覇クルーズターミナルでお見送りの式典を行いました。式典終了後は、
エイサーと獅子舞の演舞とともに、那覇港関係者が岸壁から手を振って、
その最後の出港を見送りました。

アイーダ・ディーバ号初寄港

•世界最大のクルーズ企業である米カーニバル・コーポレーション傘下で、ド
イツのクルーズオペレーター（運航船社）アイーダ・クルーズ社が運航する
アイーダ・ディーバ号（総トン数69,203トン、乗客定員数2,050人）が那覇港
に初寄港しました。

•初寄港を記念して、那覇クルーズターミナルで式典が開かれ、那覇港管理
組合の照屋寛志常勤副管理者より、記念の盾が送られました。

那覇港振興協議会新年祝賀名刺交換会

•那覇港を利用する船社や港運会社等で構成する那覇港振興協議会（会
長：宮城茂琉球海運（株）代表取締役会長）による「令和８年新年祝賀名刺
交換会」がパシフィックホテル沖縄で開催されました。

•宮城会長の主催者挨拶に続き登壇した玉城デニー那覇港管理組合管理
者は「今後も関係機関と連携しながら那覇港の整備、管理、運営に取り組
んでいく」と決意を新たにしました。また、仲村家治那覇港管理組合議会議
長による乾杯も行われ、参加者167名が新年の幕開けを祝い、那覇港の更
なる振興・発展を誓いました。

「那覇港国際旅客船拠点形成計画」の策定

•「那覇港国際旅客船拠点形成計画」を策定し、公表しました。
【掲載URL】https://nahaport.jp/news/cruise200601/
•那覇港では、国土交通大臣から国際旅客船拠点形成港湾の指定を受け、
MSCクルーズS.A.社及びロイヤルカリビアン･クルーズ社とともに、フライ＆
クルーズ等の高付加価値で多様なクルーズの受入環境整備に向け、国際
クルーズターミナル拠点の形成に取り組んでいます。

•今後は、連携船社２社と協定を締結し、官民連携で新たな旅客ターミナル
ビル等の施設整備・運用を行うなど、那覇港の国際クルーズ拠点化を推進
していきます。

米船社マトソン訪問及びホノルル港視察

•米国西岸と中国を結ぶ米マトソン社が、2021年9月にマトソン・シッピング・
ジャパン（株）を設立し、今年度、沖縄に事務所を開設したことから、米国ハ
ワイ州のマトソン社を訪問し、那覇港での貨物増大に向けた今後の取組に
ついて意見交換しました。

•また、海外の先進事例を那覇港の管理運営に活かすため、ホノルル港で
同社が管理するコンテナターミナルを管理棟から視察し、貨物の搬入から
搬出までの流れ等、現地のオペレーションを確認しました。

新港ふ頭12号岸壁（第2クルーズバース）

旅客ターミナルビル

建設予定地
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＊＊＊＊那覇港だよりに関するお問い合わせやご意見、情報の送り先＊＊＊＊ 

 那覇港管理組合 総務部 総務課 

〒900-0035 那覇市通堂町２番１号 

TEL:098-868-2578  FAX:098-868-2629 

e-mail: kumiai@nahaport.jp  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

にっぽん丸の最後の出港をお見送り

アイーダ・ディーバ号の初寄港式典 ホノルル港のマトソン社コンテナターミナル 
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